
様式1　事業計画書（助成事業交付申込書）

Ⅵ. 事業の実施により想定される効果

Ⅰ.

Ⅱ. 事業実施の目的

Ⅲ. 事業対象者 Ⅶ. 過去２年間に本会の地域福祉活動助成金の交付を受けた事業について

（ア）いずれかの番号に○をつけてください

① 本会の助成金を受けたことがある。 ② 本会の助成金を受けたことはない。

下記設問へ

Ⅳ. 事業予算

円

円

Ⅴ. 事業の内容

地域に住む方、どなたでも

事業予算額（総額） 80,000

団体等の名称　※共催の場合は全ての団体名を記入し、主たる団体名の前に○をつけてください。

〇ふれまち自治会
ふれまち友の会
ふれまち育成会

講義、集団討議、実践を通して、体系的に災害時の対応、防災について学ぶことで、いざという時に地域住
民ひとりひとりが、困らない、即戦力となれる力を身につける。
ひとりひとりに力が身につくことで、公助ばかりに頼らず、互助活動で災害時に強い町になると考えてい
る。

<実行委員会名> ふれまちサロン実行委員会

※実行委員会形式で実施する場合は、「実行委員会名」もご記入ください。

企画提案事業の内容

事業の名称

どうする！？もし、ここで災害が起きたらの心構え

地域住民を対象に、自分の住むまちで災害が起きたときにどう対応すべきか講師をお招きして考え
る。また日常的にできる備えについても知る機会にし、地域住民が主体的に災害に強い町づくりを
目指す。

2017 年度

（事業名） （事業名）

年度

ふれまちサロン

助成金申請 50,000

地域住民を対象とした防災講座。

5/5　講義（災害が起きたら自分の家、町はどうなるか、考える）
　　　グループワーク（自分の家、町の危険個所を考えてみよう）

6/6　防災まち歩き（実際に自分の町を歩いてみる）

7/7　講義（日頃から備える）
　　　グループワーク（家に何がありますか？それで足りますか？）

8/8　炊き出し訓練（家にあるものを非常食にしてみる）

10/10　避難所体験（小学校体育館を借りて、避難所を作ってみる）

(事業内容） (事業内容）

週1回茶話会を開催。
多世代交流の場とし、地域でひとりぼっちに
ならないようにする。
また地域の情報交換の場としての機能も果た
す。

遠方のサロンまではいけなかった足腰の弱い
高齢者、ベビーカーの親子が来場され、お
しゃべりの場となった。転居されてきたばか
りの方と、長年居住する方の交流の場ともな
り、地域の情報交換も活発になされた。

（助成金活用の効果) （助成金活用の効果)

記入例



様式２　団体に関する調書

団体の名称・実行委員会名

〒

〒

団体設立年月日

会員数・利用者数

主な活動地域

当該年度　団体予算額

備考
（連絡可能な
時間帯など）

10：00～16：00頃でお願いします。
なるべくメールで連絡をお願いします。

連　絡　責　任　者

氏　名

住　所 202-0013 西東京市中町1-6-8

¥80,000

※「会則」のない団体等は、この「団体に関する調書」を「会則」に準じるものとします。

西東京　良男

2016年4月1日

50　名（うち市内在住　　40 名、市内在勤　 10　名）

ふれまち小学校通学区域・ふれまち自治会館

FAX 042-438-3772

メール

地域に住む人同士が、気軽に知り合い、
支え合えるまちづくりを目指す。

これまでの活動内容
週1回のふれまちサロンの運営

月1回のふれまち住民懇談会の開催

住　所
（団体の所在地）

202-0013 西東京市中町1-5-1

電話番号 042-438-3771

携帯電話 080-0000-0000

furemachi20@n-csw.or.jp

助成金申請団体等概要

ふれまちサロン実行委員会

共催団体・実行委員会構成団体名
※主たる団体名の前に○をつける。

〇ふれまち自治会
ふれまち友の会
ふれまち育成会

代　表　者

氏　名 府令　町子

団体の活動目的

代表者と連絡責任者が異なる場合

郵便物の郵送先

（ 代表者 ・ 連絡責任者 ）
※該当する方に〇をつける。

記入例



① （助）広報費用（印刷代、郵送料など）

② （助）講師謝礼

③ （助）資材費用（避難所設営用）

④ 食材料費（炊き出し訓練用）

⑤ お茶代

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

*助成金以外の収入を見込んでいる場合（参加費または自己財源がある場合）、助成金を充当する科目に（助）と記載してください。

¥80,000

様式３　事業収支予算書

2019年度地域福祉活動助成事業　収支予算書

団体等の名称 ふれまちサロン実行委員会

事業名 どうする！？もし、ここで災害が起きたらの心構え

収
　
入

科　　　目 金　　　額

地域福祉活動助成金(活動費申請額)  ¥50,000

参加費収入
\25,000

（100円×5回×50
人）

自己財源 ¥5,000

合　　　計 

¥5,000

合　　　計  (C) ¥80,000

支
　
　
　
出

科　　　目 金　　額

¥10,000

¥20,000

¥20,000

¥25,000

記入例



様式４   事業計画日程表

時　　期 事業内容 備　　考

2月2日 初回打ち合わせ
議題：
・問題意識の共有
・具体的実施策の検討

3月3日 第2回打ち合わせ
議題：
・具体的実施策の検討
・日程、役割分担の決定

4月4日 第3回打ち合わせ
議題：
・当日の流れの確認
・準備進捗の確認

5月5日
講義・グループワーク
場所：ふれまち小　ランチルーム

テーマ：
・災害が起きたら自分の家、町はどうなる
か、考える
・自分の家、町の危険個所を考えてみよう

6月6日
防災まち歩き
集合場所：ふれまち地区会館集合

テーマ：
・実際に自分の町を歩いてみる

7月7日
講義・グループワーク
場所：ふれまち小　ランチルーム

テーマ：
・日頃から備える
・家に何がありますか？それで足ります
か？

8月8日
炊き出し訓練
場所：ふれまち小　校庭

テーマ：
・家にあるものを非常食にしてみる

10月10日
避難所体験
場所：ふれまち小　体育館

テーマ：
・小学校体育館を借りて、避難所を作って
みる

11月11日
打ち合わせ
場所：ふれまち地区会館

議題：
・イベントの振り返り

12月12日
打ち合わせ
場所：ふれまち地区会館

議題：
・次年度計画

※準備も含めた事業実施の日程計画を記入してください。
   概要で結構ですが、自己財源予算も含めて実行可能な内容としてください。

記入例



№ 氏　　　名 住所（町名まで） 備考

1 府令　町子 ふれ町 ふれまち自治会　会長

2 西東京　良男 ふれ町 ふれまち友の会　会長

3 福　信子 ふれ町 ふれまち育成会　会長

4 保谷　よしこ ふれ町 ふれまち自治会

5 田無　よしみ ふれ町 ふれまち友の会

6 中町　あさこ ふれ町 ふれまち育成会

様式５　申請団体構成員名簿

※必ず構成員の皆さまの承諾を得た上で名簿にご記入ください。
　 また、共催、実行委員会形式で実施する場合は、備考欄に所属団体名も
   ご記入ください。

記入例


